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１．背景と目的  

国土交通省国土技術政策総合研究所（国総研）は、社会資本整備における二酸化炭素（CO2）排出削減技術

を適切に評価する技術として、資材製造から運搬・現場での建設に至るまでの CO2排出量を、設計・施工・資

材選定の各意思決定段階において算出するための計算手法（社会資本 LCA）1）及び CO2排出原単位を含む「社

会資本 LCA 用環境負荷原単位一覧表」2）を開発した。 

土木分野において、社会資本 LCA の普及を図るためには、CO2排出量算出方法の容易さの改善が必要である

と考えられる。そこで、本稿では、近年、適用の拡大が進んでいる施工パッケージ型積算方式の工種に着目し

て、工種当たりの CO2排出原単位の検討を行った。 

 

２．社会資本 LCA による CO2 排出量の算出方法と本研究のねらい 

 社会資本 LCA は、図 1（左）に示すように、資材や建設機械の稼働等（以下、資機材）の数量データ（Ml、

Tm、Cn）と「社会資本 LCA 用環境負荷原単位一覧表」）の CO2排出原単位（EMl、ETm、ECn）の積和により CO2排

出量を算出することを基本的な方法としている。単価と数量の積和により積算を行う「積上型積算方式」と同

じ方法である。計算対象となる資機材の種類・数に比例して労力が必要となる。 

 そこで、図 1（右）に示すような工種当たりの CO2排出原単位を整備することによって、資機材の整理が不

要となり、全体の計算量も少なくなることで、CO2 排出量算出方法の容易さの改善に繋がることが期待できる。 

 

 

図 1 社会資本 LCA による CO2排出量算出式 

 

３．施工パッケージ型積算方式に対応した工種の分析 

優先的に原単位を算出する工種を選定するため、過年度に試算した工事(土工 61 工事/橋梁 28 工事/トンネ

ル 11 工事)の各工種の CO2排出量を集計し、施工パッケージ型積算方式に対応する工種 CO2排出の寄与度（排

出量、使用頻度）を分析した。排出量の分析結果を図 2に示す。 
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図 2 各積算方式に対応する工種の CO2排出量 
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土工工事では、施工パッケージ型に対応する可能性のある工種からの CO2排出量は約 9割を占めている。そ

のうち「路体(築堤)盛土」、「掘削」や「上層路盤(車道・路肩部)」からの排出量が半数を占め、これらの工種

は 7割以上の工事に含まれていた。橋梁工事、トンネル工事では、橋台や桁、覆工やインバートなどコンクリ

ートを使用する積上型に対応する工種からの CO2排出量が多く、施工パッケージ型に対応する可能性のある工

種からの CO2排出量は約 1 割程度であった。しかし、「埋戻し」、「掘削」や「表層(車道・路肩部)」等の工種

が多くの工事に含まれていた。 

 

４．施工パッケージ型積算方式に対応した CO2排出原単位の算出 

 「施工パッケージ型積算方式」は、施工単位ごとに設定された機械経費、労務費、材料費を含んだ標準単価

を積算する方式である。公表されている単価表には、図 3のように主な建設機械や資材が示されている。 

施工パッケージの CO2排出原単位は、これら資機材の数量と、既存研究 1）2）の資機材の CO2排出原単位の積

和によって算出した。資機材の数量は「平成 27 年度施工パッケージ型積算方式標準単価表」の根拠となる内

部資料から整理した。 

施工パッケージのCO2排出原単位の算出結果の一例を図4に示す。代表的な条件区分を横軸として整理した。

単独の条件区分と CO2排出原単位に関係性が見られる工種、複数の条件区分の組み合わせ（例えば、路体（築

堤）盛土のように“施工幅”と“障害の有無”）が要因となり CO2排出原単位が変動する工種などがあり、CO2

排出原単位の整備にあたっては、適切な条件区分ごとに整理していく必要がある。 

なお、施工パッケージの単価には代表的な機労材以外の費用も含まれているが、本研究では代表的な資機材

から CO2排出原単位を算出しているため、この分の CO2排出量が含まれていないことに留意する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ  

 施工パッケージ型積算方式に対応した CO2排出原単位は、工事費の積算と同様に条件区分の選択だけで CO2

排出量が算出でき、特に土工工事において有効に活用できると考えられる。施工パッケージの標準単価は年次

更新されるが、今後、資機材の種類・数量の変更に伴う更新された際の、CO2排出原単位の更新が課題となる。 
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図 4 施工パッケージ型積算方式に対応した工種当たりの CO2排出原単位（一例） 
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図 3 施工パッケージ型積算方式標準単価表（上層路盤（車道・路肩部）を一部抜粋・加工） 
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